
 

 

 

 

 

 

 

 

第１6回通常総会 

 5 月 6日(日)午前 10 時半より、甲子園浜自然環境セ

ンターにおいて、第 16回通常総会を開催しました。   

 西宮市より伊藤公園緑化部部長、岸本みどり保全課

課長、仲井甲子園浜自然環境センター長のご臨席をい

ただきました。 

 現会員 89名のうち出席 27名、委任状 38名で会は成

立。議長に前田理事長を選出して、第１号から第 4号

までの議案を審議し、承認されました。 

 総会議案書はホームページに掲載しました。 

シギ・チドリ観察会 

 同日午後１時より、日本野鳥の会ひょうごの杉田義

彦講師を迎えて、シギ・チドリ観察会を行ないました。 

 阪神淡路大震災で地盤沈下した干潟に昨年土砂が投

入されました。震災前と比較すると春の渡り鳥は 1/10

くらいに減少したようですが、造成された干潟に以前

のように多く飛来すると期待しています。 

 シギやチドリたちは干潟のゴカイや貝などを食べて

栄養を摂り、充分に休養して目的地のシベリアやオー

ストラリアへと長い旅を続けます。誰かが「大きな岩

の上にチュウシャクシギが！」と叫ぶと一斉にその方

向を双眼鏡で覗きます。 

 チュシャクシギ、キアシシギ、キョウジョシギ、ハ

マシギ、イソシギ、トウネン、シロチドリを見ること

ができました。他にコアジサシ、アオサギ、コサギ、

ミサゴ、イソヒヨ、ユリカモメ、オオバン、マガモを

見ました。 26 名の参加でした。  チュウシャクシギ 

  

  

  

 

 

 

 

 

第 12 回大阪湾生き物一斉調査 

 6 月 2日（日）。第 1回から参加している大阪湾生き

物一斉調査が12回になりました。講師に阪口正樹先生、

山下隆司先生、山西良平先生、そして石川正樹先生が

高校生 3名と共に魚調査に参加してくださいました。 

磯と干潟、さらに昨年環境省により土砂が投入された

再生干潟に入りました。 

 以前たくさん見られたアサリは今年生体は２個だけ

でした。それでも生体が見られたことは大収穫です。 

今年のテーマである 

ケアシヒライソガニ

は、１個体が見つか

りました。子供たち

のお手柄です。 

 再生干潟では、ゴカイ類のほかヨコエビ類やニホン

スナモグリの幼稚体が、砂の中に大量に生息していま

した。山西先生によると、中粒砂ばかりの単調な干潟

では、アサリなどの貝類やカニ類が育ちにくいという

ことです。ニホンスナモグリが深い砂の中までかき回

すために貝類の定着を妨げるからです。今後の動向を

調査していく必要を感じました。63名の参加でした。 

       モズミヨコエビ 

←ニホンスナモグリ幼稚体 

結果発表会は 9月 23日大阪市立自然史博物館で行われ

ます。 「大阪湾生き物一斉調査 情報公開サイト」 

http://kouwan.pa.kkr.mlit.go.jp/kankyo-db/life/ 

 

 

 

 

第５９号 2019 年 6月 15 日 

663-8143 西宮市枝川町 19-10 甲子園浜自然環境センター内 甲子園地区埋立事業対策協議会気付 

http://www.npo-koshienhama.com/ 

 

 

  

 

 

 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 月 30 日  

日本自然保護大賞

授賞式と活動発表 

 

 

3 月 31 日 海浜清掃 102 名 可燃ゴミ 280kg 

   不燃ゴミ 10kg （ヤマサ環境エンジニアリング調べ） 

5月 6日 第 16 回通常総会、シギ・チドリ観察会 

5月 18 日 西宮市まちづくりフォーラムに前田理事長  

パネリストとして参加 

5月 19 日 甲子園浜の歴史  

 を学んで海の遺跡を探検

しよう 24 名                     

5 月 21 日、31 日 トライや

るウイーク         遺跡探検をサンテレビが取材 

6 月 2日 第 12 回大阪湾生き物一斉調査 63 名 

6 月 9日 海浜清掃 94 名 可燃ゴミ 180kg 

 不燃ゴミ 10kg （ヤマサ環境エンジニアリング調べ） 

 西宮海上保安署が海ごみゼロキャンペーンで清掃に  

 参加してくださいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

遊歩道修復工事が行われています 

昨年の台風２１号

により傷んだ遊歩

道の修復工事が行

われています。立

ち入れない箇所が

あります。ご注意

ください。 

 

  6 月 16 日(日) 甲子園浜生き物体験会 

7月 6日(土)  東高校文化祭出展 

7月 14 日（日）ブルーサンタになって海浜清掃 

7月 20 日（土）南甲小・青愛協生き物学習会 

7月 25 日（木）ひょうご環境創造協会海ごみ学習会 

                                                                                        

      いいもの見っけ      ムラサキガイ

2019 年 5月 8日（水）びっくりするような貝を見つけた。手のひらを 

グーにしたくらいの大きさです。計測すると、殻長 86㎜、殻高 42㎜、 

殻幅（厚さ）25㎜でした。 

早速、貝類館の渡部哲也学芸員に写真添付でお尋ねすると、「ムラサキ 

ガイかもしれません。もしそうだとしたら、兵庫県のレッドデータ（絶 

滅危惧種）のランク Aでものすごい発見です」と返事をいただいた。 

 ネットで検索すると、このムラサキガイは二枚貝で房総半島以南に分 

布し、砂に潜って住むが貝殻を開閉して泳ぐこともできるというから驚 

いた。そういえば、ホタテガイも外敵から逃げるために貝殻をパクパク 

させて海水を勢いよく吐き出しながら逃げるというから似ている。               

 ムラサキガイは姫路市・たつの市・洲本市にいるそうだ。幼生が甲子園 

浜に流れ着いて育ったのだろう。細かい砂で泥っぽい場所だったので住み 

着いたのかもしれない。更にいろいろな大きさのものが見つかれば定着の 

可能性がある。         向山 裕子 

             
活 動 報 告 

活 動 予 定 

 

 
NPO ニュースに掲載する甲子園浜の写真募集 

住所、氏名（掲載は匿名可）、コメントを添えてデータ

で下記までお送りください。撮影時期、発表未発表を

問いません。掲載時に容量を縮小することがあります。

ご了承下さい。 

setter*cvn.bai.ne.jp（*を@に変える） 岸川 

 

 

 

 


